
議会だより 臨時２号　　平成２３年９月１日発行

おおくま

８月５日「東日本大震災、東京電力(株)福島第一原子力発電所事故に関する要望書」
を、細野豪志内閣府特命担当大臣に手渡す石田忠文議長

災害復興対策特別委員会
　災害復興対策特別委員会を３回（６／１７，６／２３，７／１３）開催し、町民の方々から懇談会等
で出された要望・意見を受け、以下の要望書にまとめ、８月５日に大熊町議会として、内閣総理大臣、
厚生労働大臣、経済産業大臣、総務大臣、農林水産大臣、災害復興担当大臣、原子力災害担当大臣、民
主党震災対策本部に強く要望した。

要望書

1 　原子力災害に伴う損害賠償については、事業者はもとより国が全責任を持って対応すること、ま
た長期的な視野に立って、起こりうる被害についても最後まで充分、且つ確実に賠償等がなされる
枠組みを早急に確立すること。（詳細７項目略）

2 　福島県外における民間賃貸借上げの取り扱いについて、今だ東北６県を含めた一部の県での適用
にとどまっているため、早急に全都道府県で適用されるよう、国から強く働き掛けること。

3 　現在実施されている一時立ち入りの継続実施（２回目）を検討すること。さらに、３㎞圏内に居
住している住民は一時立入りを強く希求しており、その切実な心情をよく理解したうえ、早急に実
現させること。

4 　国の責任において早急に土壌等汚染調査、分析をし、帰宅のための方策を早急に確立すること。

5 　災害、復興対策にかかる自治体経費、運営費について、特別交付金等で長期にわたり財政支援を
講ずること。



総た常な中検で他ンい定い源引て基総５基円り６東期社はも月ＪるＪの

措ま

第２回
定例会

　
第
２
回
定
例
会
が
６
月
２
２
日
と
２
３
日
の
２
日
間
で
開
催
さ

件

、
専
決
処
分
２
件

、
条
例
制
定
１
件

、
条
例
の
一
部
改
正
２
件

議
案
と
も
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た

。

れ

、
一
般
会
計
補
正
予
算

、
特
別
会
計
補
正
予
算
３

の
９
議
案
と
議
員
発
議
１
件
を
審
議
し
ま
し
た

。
全

主な支出 （単位万円）

役場機能復旧費 １，８４４ パソコンや事務作業が円滑化の整備

災害弔慰金 ２億３，２５０ 震災により死傷された親族の方への弔慰金

被災避難者見舞金 ４億２，５２０ 被災された方々への大熊町からの見舞金

小中学校整備費用 ４，８２８ 給食準備費用やや事務用品

災害復旧費 ４億１，５９０ 屋根の応急修理や大熊町のインフラ調査費用

問
　
町
単
独
で
２
億
３
０
０

０
万
円
ほ
ど
の
義
援
金
が
集

め
ら
れ
て
い
る
。
い
つ
頃
ど

の
よ
う
に
配
分
す
る
の
か
。

答
　
６
万
円
の
見
舞
金
と
合

わ
せ
て
７
月
に
は
配
分
す

る
。

問
　
今
回
の
予
算
は
町
民
に

ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
る
の

か
。

答
　
建
設
事
業
、
各
施
設
の

維
持
管
理
費
の
減
額
、
幼
稚

園
、
小
中
学
校
の
経
費
は
半

分
ほ
ど
残
し
た
。

質
疑
あ
れ
こ
れ

　
東
日
本
大
震
災
と
原
子
力

発
電
所
事
故
で
大
熊
町
の
財

政
収
入
が
無
い
中
、
議
会
と

し
て
議
員
報
酬
に
つ
い
て
、

６
月
１
７
日
の
全
員
協
議
会

で
詳
細
審
議
し
ま
し
た
。

　
６
月
の
定
例
会
に
、
議
員

発
議
と
し
て
議
員
報
酬
削
減

案
を
上
程
し
、
６
月
２
３
日

に
議
員
報
酬
１
０
％
削
減
案

を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し

た
。

　
削
減
期
間
は
、
議
員
任
期

の
残
余
期
間
と
し
ま
し
た
。

議
員
報
酬
カ
ッ
ト
決
定

問
　
総

い
っ
た

か
。
常

源
で
な

金
の
中

か
。

答
　
検

集
団
で

そ
の
他

健
セ
ン

る
。
い

を
予
定

に
つ
い

般
財
源

る
。
引

望
し
て

問
　
基

基
金
総

答
　
５

３
の
基

億
円
、

６
億
円

円
取
り

約
３
６

問
　
東

と
満
期

答
　
社

２
億
は

月
、
も

１
２
月

問
　
Ｊ

て
い
る

は
。

答
　
Ｊ

織
な
の

る
。

合
健
診
事
業
を
ど
う

形
で
実
施
さ
れ
る
の

備
消
防
費
を
一
般
財

く
、
国
・
県
の
補
助

で
運
営
で
き
な
い
の

診
は
、
会
津
方
部
は

実
施
す
る
。
県
外
・

は
、
各
市
町
村
の
保

タ
ー
に
問
い
合
わ
せ

わ
き
市
は
、
１
０
月

し
て
い
る
。
消
防
費

て
は
国
補
助
金
を
一

に
切
り
替
え
て
い

続
き
国
に
充
当
を
要

い
る
。

金
総
額
と
財
政
調
整

額
と
残
額
は
。

月
３
１
日
現
在
、
２

金
総
額
は
、
１
０
０

そ
の
う
ち
財
調
は
４

、
今
回
９
億
５
千
万

崩
す
の
で
残
額
は
、

億
円
で
あ
る
。

京
電
力
社
債
の
金
額

と
安
全
性
は
。

債
は
、
４
億
円
。
内

、
平
成
２
５
年
４

う
一
つ
は
、
２
５
年

。Ａ
ふ
た
ば
に
預
金
し

１
０
億
円
の
安
全
性

Ａ
バ
ン
ク
が
全
国
組

で
極
め
て
安
全
で
あ

。

事 業 費　　１億１，８４９万２，５００円

工　　期　　平成２３年９月３０日まで

工事内容　　屋根点検　 ７５０戸
　　　　　　　　シート養生　５００戸

入札方法　　随意見積入札

指名業者　　株式会社　熊谷組東北支店

施工方法　　ブルーシート、ビニールシート
　　　　　　による破損箇所覆い工事

第
４
回
　
臨
時
会

　
６
月
２
７
日
第
４
回
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
、
震
災
に

よ
っ
て
崩
壊
し
た
家
屋
の
屋
根
等
の
点
検
・
簡
易
養
生
措

置
の
た
め
の
請
負
契
約
を
審
議
し
全
会
一
致
で
承
認
し
ま

し
た

問
　
不
幸
に
し
て
犠
牲
に
な

ら
れ
た
方
々
の
合
同
慰
霊
祭

の
内
容
と
時
期
は
。

答
　
被
災
者
の
人
数
は
、
生

計
中
心
者
が
３
９
人
、
そ
の

他
１
４
人
で
５
３
人
で
あ

る
。
慰
霊
祭
は
、
７
月
中
に

実
施
し
た
い
。



園、考校者。確分処続が。基的省付処、あ治力

育所設てをな立うや師なくをく有のの期足てを頼受をな々らた熊発い

問
　
原
発
の
事
故
に
つ
い

て
基
本
的
な
部
分
に
つ
い
て

問
う

。

①
安
全
神
話
に
ど

っ
ぷ
り
つ

か

っ
て

、
安
全
対
策
を
怠

っ

て
き
た
東
京
電
力
と
歴
代
政

府
に
よ

っ
て
引
き
起
こ
さ
れ

た
人
災
で
あ
る
と
思
う
が

。

②
一
時
帰
宅
で
は
な
く

、

ず

っ
と
帰
宅
で
き
る
よ
う
に

な
る
に
は
ど
う
い
う
工
程
が

あ
る
の
か
見
通
し
を
示
せ

。

③
こ
の
事
故
が
な
か

っ
た
ら

あ

っ
た
で
あ
ろ
う
収
入
と
現

実
と
の
差
を
賠
償
す
る
全
面

補
償
を
東
京
電
力
に
求
め
る

こ
と
で
い
い
で
す
か

。

④
原
発
は
本
質
的
に
未
完
成

の
技
術
で
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な

っ
た

。
原
発
か
ら
の

撤
退
が
望
ま
し
い
と
考
え
る

が

。

⑤
国
営
に
よ
る
一
大
保
養
地

群
や
事
故
の
現
状
を
保
存
し

観
光
客
を
誘
致
し
て
は
ど
う

か

。

町
長

①
東
日
本
大
震
災
の
地
震
と

津
波
に
起
因
し
て
い
る
と
考

え
る

。
そ
の
後
の
全
電
源
喪

失
に
対
す
る
初
期
対
応
状
況

か
ら
み
る
と
人
災
と
い
え
る

②
国
の
収
束
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

順
調
に
い
く
か
ど
う
か
に
か

か

っ
て
い
る

。

③
事
業
者
と
国
が
責
任
を

も

っ
て
対
処
す
る
よ
う
求
め

て
い
く

。

④
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
な

ど
の
議
論
の
中
で

、
町
と
し

て
役
割
を
果
た
し
て
い
く

。

石
田
洋
一
　
議
員

問
　
今
回
の
一
般
質
問
は
、

議
員
の
思
い
は
ひ
と
つ
で
あ

る
と
い
う
意
味
合
い
の
も

と
、
災
害
復
興
対
策
特
別
委

員
会
委
員
長
と
い
う
立
場
か

ら
代
表
質
問
と
い
う
形
で
の

一
般
質
問
で
あ
る
。

■
仮
設
住
宅

　
６
１
０
戸
の
仮
設
住
宅
の

入
居
基
準
は
。
ま
た
申
込
み

数
は
。

■
県
外
の
民
間
や
公
営
住
宅

入
居
者
へ
の
対
応
は
。

■
一
時
立
入
り

①
一
時
帰
宅
の
終
了
と
、
２

回
目
の
一
時
帰
宅
の
時
期
は

②
２
台
目
の
車
の
持
ち
出
し

は
考
え
て
い
る
か
。

③
３
㎞
圏
内
の
一
時
立
ち
入

り
は
、
い
つ
頃
に
な
る
か
。

■
家
屋
の
保
全

①
侵
入
・
窃
盗
被
害
対
策
は

②
家
屋
の
雨
漏
り
対
策
は
。

■
生
活
資
金

①
町
単
独
の
生
活
資
金
給
付

制
度
は
考
え
て
い
る
か
。

②
町
に
配
分
に
な
っ
た
義
援

金
や
見
舞
金
の
配
分
は
。

③
国
・
県
の
二
次
配
分
、
東

京
電
力
か
ら
の
２
回
目
の
仮

払
い
は
い
つ
か
。

④
入
居
者
の
光
熱
費
を
公
費

負
担
に
で
き
な
い
か
。

■
保
育
・
教
育
行
政

①
保
育
所
の
開
設
は
考
え
て

い
る
か
。

武
内
　
弘
　
議
員

⑤
復
興
ビ
ジ

ョ
ン
に
つ
い
て

は

、
事
故
の
収
束
が
先
決
で

あ
る

。
大
熊
町
の
復
興
・
発

展
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら

戻

っ
て
も
安
心
だ
と
思
え
る

構
想
や
計
画
を
検
討
し
て
い

②
幼
稚
園

き
な
い

③
給
食

④
大
野
、

統
合
を
考

⑤
中
学
校

り
に
つ

■
高
齢
者

ど
も
だ

に
も
必

対
策
は
。

■
雇
用
確

ク
だ
け

策
が
必

■
狭
く
分

に
町
民

に
困
惑

な
い
の

■
専
決
処

置
の
継
続

さ
れ
な

の
策
定
が

え
る
が
。

■
復
興
基

い
て
、

の
継
続
的

■
環
境
省

射
能
の
付

ど
最
終
処

い
限
り
、

ら
れ
な

る
。
こ

つ
け
に

反
対
で
あ

は
。

■
大
熊

い
る
自
治

し
て
協
力

う
な
こ

か
。

の
一
日
保
育
は
で

か
。

の
改
善
、
拡
充
。

熊
町
両
小
学
校
の

え
て
い
る
の
か
。

の
教
育
環
境
づ
く

い
て
。

や
要
医
療
者
や
子

け
で
な
く
、
健
常
者

要
と
な
る
心
の
ケ
ア

保
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー

で
な
く
町
独
自
の
対

要
で
は
な
い
か
。

か
り
ず
ら
い
役
場

は
、
手
続
き
や
相
談

し
て
い
る
。
改
善
は

か
。分

や
緊
急
予
算
措

は
議
会
と
し
て
許

い
。
財
政
執
行
計
画

必
要
で
あ
る
と
考

本
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ

町
単
独
で
放
射
線
量

な
測
定
を
。

事
務
次
官
は
「
放

着
し
た
が
れ
き
な

分
場
が
決
定
し
な

福
島
県
以
外
考
え

い
」
と
発
言
し
て
い

の
よ
う
な
国
の
押
し

は
議
会
と
し
て
断
固

る
。
町
長
の
考
え

町
民
を
受
け
入
れ
て

体
に
対
し
、
町
と

し
応
援
で
き
る
よ

と
を
考
え
て
い
る
の

町
長

□
仮
設
住
宅

　
入
居
者
決
定
は
、
５
月
１

２
日
の
区
長
会
で
、
各
行
政

区
ご
と
入
居
を
決
定
。
６
月

１
３
日
に
優
先
者
の
承
認

後
、
抽
選
方
法
を
決
定
し
６

１
０
戸
の
入
居
者
を
選
出
し

た
。
会
津
に
３
１
０
戸
、
い

わ
き
市
に
３
０
０
戸
を
要
望

し
て
い
る
。
松
長
団
地
に
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
９
床
や
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
や
商
工

会
に
よ
る
商
業
施
設
を
設
置

し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
展
開

し
た
い
。

□
県
知
事
を
は
じ
め
各
省
庁

に
強
く
要
望
し
て
い
る
。

□
一
時
立
入
り

　
８
月
中
旬
の
第
１
回
目
の

一
時
帰
宅
完
了
を
目
指
し
て

い
る
。
２
回
目
に
つ
い
て
は

状
況
判
断
を
加
え
て
検
討
し

て
い
る
。
車
の
持
ち
出
し
は

ま
ず
は
、
一
巡
す
る
こ
と
を

優
先
に
実
施
。
３
㎞
圏
内
の

立
ち
入
り
は
い
つ
に
な
る
か

ま
だ
つ
か
め
て
い
な
い
。

□
家
屋
の
保
全

①
警
察
に
よ
る
巡
回
な
ど
住

民
財
産
の
保
全
を
徹
底
。

②
屋
根
補
修
工
事
費
を
計
上

し
て
お
り
。
早
急
に
対
応
し

た
い
。

□
生
活
資
金

①
今
議
会
に
見
舞
金
支
給
条

例
の
制
定
を
提
出
し
て
い
る

②
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
段

階
で
配
布
し
た
い
。

③
具
体
的
な
話
は
ま
だ
き
て

い
ま
せ
ん
。

④
国
・
県
と
連
携
し
、
色
々

な
角
度
か
ら
検
討
し
て
い
く

□
保
育
・
教
育
行
政

①
避
難
先
の
市
町
村
へ
保
育

業
務
を
委
託
す
る
広
域
入
所

で
対
応
。

②
必
要
に
応
じ
て
市
内
施
設

の
一
時
預
か
り
等
に
よ
っ
て

対
応
。

③
市
内
の
給
食
セ
ン
タ
ー
を

利
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

④
現
在
の
編
成
で
実
施
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
く
。

⑤
他
の
学
校
体
育
館
、
市
立

体
育
館
を
使
用
で
き
る
よ
う

手
配
し
て
も
ら
う
。

□
県
・
地
元
の
医
療
機
関
や

心
の
ケ
ア
チ
ー
ム
、
保
健
師

等
と
関
係
職
種
と
連
携
し
な

が
ら
活
動
を
展
開
し
て
い
く

□
職
業
安
定
所
等
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
対
処
し
て
い
く

□
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
の
有

効
利
用
を
考
え
な
が
ら
そ
の

都
度
改
善
し
て
い
く
。

□
現
段
階
で
は
２
３
年
度
の

町
税
に
つ
い
て
は
課
税
延
期

と
な
り
、
３
５
億
円
の
不
足

と
な
り
国
・
県
に
減
収
補
て

ん
を
要
望
す
る
。

□
８
月
下
旬
の
調
査
結
果
を

み
て
国
に
詳
細
調
査
を
依
頼

す
る
。

□
知
事
も
「
最
終
処
分
を
受

け
入
れ
な
い
」
と
の
考
え
を

伝
え
て
お
り
、
大
熊
町
に

と
っ
て
も
受
け
入
れ
ら
れ
な

い
も
の
で
断
固
拒
否
す
る
。

□
町
民
が
会
津
地
域
の
方
々

と
仲
良
く
、
迷
惑
の
か
か
ら

な
い
よ
う
に
暮
ら
し
て
い
た

だ
く
こ
と
。
今
後
と
も
大
熊

は
ひ
と
つ
、
皆
で
復
興
・
発

展
を
基
本
に
取
り
組
ん
で
い

く
。



議会活動一覧
平成２３年８月３１日まで

議会活動 議員によるボランティア活動

6/10 福島県原発事故被災市町村議会協議会
行方不明者捜索

6/14 「つながっぺ！おおくま」開所式

6/14 議会運営委員会 5/19 5/20 5/27

6/17 災害復興対策特別委員会 5/28 5/31 6/1

6/17 議会議員全員協議会 6/5 　７日間　１０人

6/20 県町村議会議長会特別決議要望活動

6/22 第２回大熊町議会定例会
一時帰宅随行

6/22 議会議員全員協議会

6/23 第２回大熊町議会定例会 6/4 6/5 6/6

6/27 第４回臨時議会 6/9 6/11 6/12

6/27 災害復興対策特別委員会 6/21 6/25 6/26 　９日間　１７人

6/28 各旅館、ホテル等訪問

6/29 各旅館、ホテル等訪問 7/1 7/2 7/9

6/30 各旅館、ホテル等訪問 7/10 7/16 7/17

6/30 大熊町議会、会津若松市議会情報交換会 7/20 7/24 7/25

7/14 災害復興対策特別委員会 7/26 １０日間　２０人

7/21 所在４町協議会総会（郡山市）

7/24 慰霊祭（大熊町） 8/2 8/3 8/4

7/29 双葉地方電源地域政策協議会（福島市） 8/9 8/10 　５日間　１０人

8/3 双葉地方町村議会議長会

政府要望活動（東京都）
車持出し随行

8/5 国会要望活動（東京都）

8/9 東電福島第１原発事故被災市町村議会 7/4 7/12 7/19

総決起大会 7/20 7/28 　５日間　８人

8/20 災害復興対策特別委員会

8/26 双葉地方町村議会議長会県要望活動 8/21 8/22 8/24

8/31 全国原子力発電所所在市町村議長会 8/25 8/30 8/31 　６日間　１２名

延べ　４２日間　７７人

永年勤続表彰
　町村議会議員として、以下の議員が、永年勤続表彰を受けました。
川井利治議員（２７年）、石田洋一議員（１５年）、石田忠文議員（１１年）、武内弘議員（１１年）、
安田トヨ議員（１１年）

編集後記

　東日本大震災から半年が過ぎようとしています。我々議会としては、財政収入のない状況の中で、限ら
れた予算の中での町政執行をこれからも精査して、町民の皆様が健康にそして夢を忘れずに生活をしてゆ
く支援を続けていきたいと考えております。今回の議会だより臨時２号では少ない紙面ではありますが、
議会活動を少しでも理解いただけたらと願っております。今後は、少しずつでも以前の議会だよりに近づ
けるべく議会一丸となって精進していきます。
　なお、第３回定例会は、９月２６日から開催いたします。是非、傍聴においでください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議会だより発行責任者　　石田忠文
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